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第第２２学学年年「「体体育育」」学学習習指指導導案案  授業者 神谷 潤 

２月１５日（土） １階体育館  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 あそびのあらわれ 

  

２ 単元について 

 子どもたちはこれまで、環境やテーマなどの提示によって様々な遊びを経験してきた。幼保からのボ

トムアップとしての低学年での運動遊びとして、入学当初は子どもたちが学校に持ち込んできた文化を

生かして互いの違いから様々な遊びに触れ、関係を広げて楽しんできた。そこから徐々に教師も子ども

の運動遊びに関与し、教師が提示した環境構成やテーマを出発点にしながら、他者や世界との関係の中

で新たな遊びを生み出したり活動や運動の質が変化していったりする関係づくりとしての運動遊びを展

開してきた。 

本単元は、「あそびのあらわれ」と題して、光と影を用いて遊ぶ場を出発点として、子どもたちが光

と影、そして身体との関係において表現を遊ぶ場を設定する。この場では、身体が道具となる。自分の

身体や他者の身体を表現媒体としながら遊ぶ現れとして、子どもたちが光と影、そして身体に遊びなが

ら何かを表現する遊びが「いま－ここ」の関係の網の目から出現することが活動の中心である。ポス

ト・ヒューマンな子どもたちにとって、すでにモノがあることが遊びの前提となっていることが多く、

遊びの創発にモノを持ち込みがちな場合がある。これまでも、器械・器具を使った運動遊びのような活

動においては、特に用具を持ち出さずに遊ぶ様子も見られるが、環境を操作して自分が遊びやすい状況

をつくりだすために様々な用具を持ち込んで身体を補強・装備するような様子もよく見られる。しか

し、今回は身体に遊ぶことを重視することから、用具を持ち込むことを制御しつつ、光と影と身体で構

成された遊びによってより身体に遊ぶ状況をつくり出したいと考えている。子どもたちがより身体に遊

び、身体による「あそびのあらわれ」をともに楽しむ時間としたいと考えたからである。環境構成とし

ては「光と影を用いて身体をスクリーンに写して」「自分のタブレットを使って動画や画像を撮影して

いく」ことを想定しているが、子どもたちが光と影と身体に遊ぶ「あそびのあらわれ」は、我々大人の

想像を超えてくるようなものになるかもしれない。身体が単なる肉体にとどまるのではないとすれば、

光と影、他者や世界との関係において子どもたちのどのような「あそびのあらわれ」に出会うのか。そ

のこと自体をおもしろがり、子どもの関係づくりにかかわりたい。 

また、子どもを含め、体育とはこういうものだ、という当たり前を問い直すことの可能性を検討した

い。上記のような遊びが子どもの身体にとってどのような意味があるのか、参観者とともに考える機会

としたい。 

３ 学習指導計画（２時間目／全５時間） 

１      ２                  ３       ４        ５ 

光・影・身体に遊ぶをやってみる    他者と遊びを共有する    世界との関係づくりをする／ 

（本時）                              ひろげる・遊びこむ 

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

 前時でやってみた経験をもとに、様々な遊びを試す。自己－他者－世界との関係の中で自分なりの関

係づくりを楽しみ、遊びこむ。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．他者とともに自分たちの遊びを始める。 

自分たちの「あそびのあらわれ」を記録し、データをクラ

ウドに共有する。 

２．他者の遊びを共有する。 

必要に応じて仲間が取り組んでいる遊びを紹介し合い、遊

びの可能性を広げる。 

・ライトを直接覗いて目を痛めない

ように留意する。 

・子どもの「関係づくり」に眼を向

け、子どもたちの遊びの可能性をと

もに考える。 

・子どもたちの遊びの異質さに着目

して交流できるようにする。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

子どもの「あそびのあらわれ」について。「身体」を起点とした学びの可能性について。 

第第３３学学年年「「算算数数」」学学習習指指導導案案  授業者 河合 紗由利 

２月１５日（土） ３階Ｃ室  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 分数 

 

２ 単元について 

 本単元では、単位分数の個数に着目して、分数を使った量の表し方を考えていく。そのときに、これ

まで学習してきた分割分数としての分数の意味にも触れながら、分数の表している事柄の意味を説明で

きるようにしていく。 

 本時は単元の３時間目である。 

 第１時では、紙テープを折って、紙テープのもとの長さの 1/4 や 1/3 を考えたことをふり返りなが

ら、紙テープのもとの長さの 1/4 の２つ分の長さを 2/4、1/4 の３つ分の長さを 3/4、1/4 の４つ分の長

さを 4/4 ということを学習する。 

 第２時では、１m の紙テープを半分、さらに半分に折って、紙テープ１m の 1/4 の長さの紙テープを

作る。そして、１m の 1/4 の長さを 1/4m ということを学習する。さらに、3/4m の紙テープを提示し、

1/4m の紙テープを使って長さをはかりとりながら 3/4m は 1/4m が３つ分集まった長さであること、１m

の 3/4 の長さであることを共有していく。 

 本時では、１m の紙テープを配布し、2/3m を作ってみることを子どもたちに提案する。前時までの学

習をふり返りながら、2/3m は１m の 2/3 であること、1/3m の２つ分が 2/3m であることを確認すると、

子どもたちはまず 1/3m を作ろうとするだろう。ここで、1/3m は作れるのかということが話題になると

考えている。１m の 1/3 を作ることは、１m を３等分することである。そもそも紙テープを３等分に折

ることはできない、１m（あるいは 100cm）を３で割るとあまりがでるから割れない、と考え 1/3m は作

れないとする子がいるだろう。一方で、紙テープをずらして調整しながら折れば３等分できる、もし

1m をぴったり３等分できたとしたらと仮定して、そのできた長さが 1/3m だ、などと考える子もいるだ

ろう。さまざまな考えがあるなかで、実際に紙テープを操作したり、図を書いたりしながら、どの長さ

をどのように操作しているのか丁寧にやり取りしながら、1/3m や 2/3m についての理解を深めていきた

い。 

 

３ 学習指導計画（３時間目／全 10 時間） 

第１次 等分した長さやかさの表し方   …本時３／３時間 

第２次 分数のしくみ          …４時間 

第３次 分数のしくみとたし算、ひき算  …３時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

１m の紙テープを折ったり、図をかいたりして 2/3m の紙テープを作る活動を通して、１m の３等分が

できたと仮定し、1/3m を用いて 2/3m の表し方について、考えることができる。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１１．．前前時時のの学学習習をを振振りり返返るる。。  

・1/4を作った。もとの長さが１mのときは、1/4mという。 

２２．．22//33mmをを作作るる。。  

・できない。  ・１mは100cmだから、「÷３」はできない。 

・33cmになって、１cmあまる。99cmの1/3はできるけど・・・ 

・同じ長さが３つで１mになっていればいいから・・・ 

・もしも同じ長さが作れたら、これ（1/3m）が２こあればいい。 

３３．．本本時時のの学学習習をを振振りり返返るる。。  

・１mの1/4を1/4m、1/4mの３つ分の長さを3/4m

としたことを振り返る。 

・全員に１mの紙テープを配布する。 

 

・実際の紙テープを黒板に貼りつけ、どこの長

さについて話しているのかわかるように板書し

ていく。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

  第３学年の子どもたちにとって、2/3m を作ろうとする活動が 1/3m や 2/3m の理解の手立てになって

いたか。  
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